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T.granaTium においては生卵311細胞が死亡し,那

母細胞が,卵黄A!に吸収され 卵肥細胞の過度の増生

がおこり結果として,那招.tの奇形をひきおこす.興昧

深いことにJH数緑体による卵斑の変調は,アルキル

化剤型の不妊効果と似ている.

JH 類縁体の蒸気が,T.gyanayiumにおよばす膨

響を見るため虫を400匹ずつのグループにわけて,そ

れぞれを400mlの円筒形のコンテナーに入れた. コ

ンテナーの下hGのところにプラスチックの網をおき,

その下に化合物をつけたロ紙を置いて結果をみた.

化合物 Ⅰ,Ⅰの茶気にさらした虫は,成虫にならず,

大 きな幼虫や帆でとまるものが多かった.他方,化合

物Ⅳは局所施用の場合化合物 Ⅰより10倍も活性が高か

ったのに,蒸気として与えられると,成虫ID発育をあ

ま り,阻苔しないようである. (北村実彬)

CodlingMotllの SexPheromone:群!造決定と

合成

sexPheromoneoitheCodlingMoth:Structure

andSynthesis.McDonough,L.M.,etall,Science,

177,177(1972).

Codlingmothの sexpheromoneは,すでに,雌

か ら抽出され官能基試験とGLCの知見から,不飽和

アルコールと推定されていた.蝉離した pheromone

は,GLCで生理活性部分と一致するili-ピークを与

えた.pheromoneはTI血分析によって. 分子丑210

と分子式 Cl-t1280 と決定された.UV,IR,NMRの

･知見から部分梢出を推定 した.さらに pheromoneの

hydrogenolysisと Ozonolysis生成物の GLC と質

塁分析によって狩 られ る知見か ら,pheromoneは

7-methyl-3-propy1-2,6-decadien-1-01と推定 され

た.

Wjttig反応により,Pheromoneの4位の異性体を

合成 した.4位の異性体のうち, (2Z,6E)の稲造を

持つ ものが.GLCで pheromoneと 同一のRt値を

与え.IR スペクトルもpheromoneと一致した.

野外での誘引TIB捉実験では,合成 pheromoneと天

然 pheromoneは.同じくらいの誘引性を示したが,

供試虫を1トラップ当り10FLg以上にしても,10頭の

雌を誘引非とした場合の15%程皮の誘引効果しか認め

られなかった.誘引効架が充分発抑されろには.何か

他の物質の存在が必要と考えられる.

すでに,Roelofsらは,(E.E.)-8,10-dodecadien-

トolがsexattractantであると報告しているが,sex

pheromoneの拙山,fii雄をして梢造決定したのでな

なく,モデル化合物の EAG測定を基礎にして推定し

たものである.上述したように,codlingmothに複

数の sexpheromoneが存 在することが 予想されて

はいるが, 現時点では,codlingmothから(E.E･)-

8,10-dodecadien-1-01は見出されていない.

(岩村定男)

CodlingMothの SexAttractant- 規何異性

体を使った野外実験

.CodlingMotllSex Attractant-FieldTrials

IwithGeometricalIsomers.Roelofs,W.L.,etal･,

I.Econ.EniomoL.,65,1276(1972).

Codlingmoth,Las♪eyresia♪omonelLa(L･)(ハマ

キガ科)の sexattractant8-traps,10-LransIDodc･

cadien-1-01の誘引作用は,他の成何只性体によって

阻害される.

8-trams,10-tyans-Dodecadien-1-01(以下 t,I-iso･

merと省略) をアセチル化後, 硝酸釦 シ1)カゲル

TLC上で展開,i,i-isomerに相 当する部分をかき

取 り,etl一erで抽出,抽出物は NaOH-EtOH系で加

水分解するという手唄で純粋 (98,%)にした.次いで,

他の異性体を含む混合物と誘引作用を比較した. トラ

ップ実験は,codlingmothの節2世代が飛びたつ8

月,40エーカー (約16ha)の.)ンゴ図で行なった.

純粋な attractant(i,I-isomer)は.以lruに川いた

attractant(i,トisomer80,%,C,Il1%,I.C9,%)

に比べると, トラップの雄成虫捕捉数が.2.5枯すぐ

れていた.C,i-isomerの比率の大 きな氾令吻 (I.I14

,%.C,i82%.C,C4%)は.誘引力がE.I-isomcrJlt
独のときより80%減少する.しか も供試血を.9.1しても.

誘引力は変わらない.また,他の isomerが主である

混合物 (i,i8%.C,i20%,i.c10,C,C62,%)には,

ほとんど誘引力はない. 純粋な t,i-isomerに C,C-

isomerを等盈加えると.誘引力は著しく(82-88%)

減少する.

幾何異性休は,それ自体でわずかながら.誘引性を

示すが,純粋なattractantのt,i-isomerと混合する

と,雄の誘引を阻害すると考えられている.

(At:村淀gj)
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